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２．大学の将来構想 

 九州大学は，２１世紀初頭を睨んで，ゲノム，ナノ，

ＩＴなど革新的な研究のさらなる発展を期した改革に

着手してきた。すなわち，平成３年に新キャンパス移

転構想，ついで平成４年には大学改革の基本構想を定

め，自律的に改革を進めてきた。知の探求と創造，創

造的人材の育成，知と人材の社会還元からなる理念は，

平成１２年の九州大学教育憲章，平成１３年の九州大

学学術憲章に掲げられたところである。ここにあって，

組織の改編は学府・研究院制度の導入により専門領域

統合型の教学組織の形成と，時代に合わせた随意随時

の改編を保証する可塑性をも確保した。これらの改革

の成果をより確実にする駆動力として２１世紀ＣＯＥ

プログラムが機能する。 

 九州大学が志向する研究教育は，世界最高水準を維

持し，これをさらに発展させるため，（１）実績に基

づく新科学領域への展開と，（２）歴史的・地理的な

必然が導くアジア指向を目標に掲げ，自己実現するこ

とに特徴がある。さらに，学問領域によって社会ニー

ズを特化し，研究教育拠点を形成して研究の高度化・

先端化を促しつつ，併せて新専攻の形成により人材育

成に資することをもって大学の将来構想とする。 

 新科学領域への展開を期すために，これまでの実績

を起爆剤として，化学・材料科学分野においては分子

情報科学の機能イノベーションを，情報・電気・電子

分野においては情報・通信基盤技術や電気・電子シス

テムの技術開発の更なる発展を，生命科学分野におい

ては新たな応用生命科学領域を世界に発信することを

目指して研究教育拠点を形成し，２１世紀を先導する

成果を確実にするとともに，若手研究者の独創的活動

に峻烈な動機付けを行い，世界有為の人材育成を目指

す。                                             

 一方，アジア指向型の研究教育については，人文科

学における東アジアと日本を研究テーマにする研究教

育拠点を形成する。このように世界展開とともにアジ

ア研究活動を重点的に展開してきた九州大学は，人類

文化のなかで日本とアジアを包含し，共有する問題の

抽出とその解決を探るべく，アジア総合政策センター，

韓国研究センター及びアジアの拠点大学間でネットワ

ークポイントを設置し，研究の高度化，普遍化ととも

にアジア圏で活躍する人材養成を推進している。 

 総長を中心としたマネジメント体制としては，リー

ダーシップを担保する運営体制とするため，平成１４

年度に，総長，副学長，総長特別補佐及び幹部事務官

による執行部会議を編成，平成１６年度の法人化後か

らは，総長，理事及び監事による拡大役員会を編成し，

これを学内行政の最高機関とした。 

また，総長を中心としたマネジメント体制の下，「研

究」，「教育」，「社会貢献」，「国際貢献」の４つ

のビジョンを立て，本学の将来構想である「新科学領

域への展開」，「アジア指向」を達成するために，「戦

略的研究費の確保」，「研究スペースの整備」，「人

的資源の重点配置」，「教育・研究時間の確保」の４

つの支援を行う。これを「４－２－４九州大学アクシ

ョンプラン」として掲げ，世界的な教育研究拠点を形

成する。 

 

九州大学アクションプラン九州大学アクションプラン

使命・活動分野 将来構想の方向 評価による支援

◯教育
◯研究
◯社会貢献
◯国際貢献

◯新科学領域への展開

◯アジア指向

◯戦略的研究費の確保
◯研究スペースの整備
◯人的資源の重点配置
◯教育・研究時間の確保

４４ ＋＋ ２２ ＋＋ ４４

九州大学アクションプラン九州大学アクションプラン

２１世紀ＣＯＥプログラム２１世紀ＣＯＥプログラム

教育・研究組織の変革・改組
社会・国際貢献の進展・拡大

 

 ハード面では，新キャンパスへの移転の着実な実行，

地域連携のもと九州大学学術研究都市を創出する。施

設面では競争的研究環境の強化にむけて研究スペース

を整備する。 

 ソフト面の第一は，組織の改編で，教学の研究教育

組織としての学府・研究院制度が平成１２年度に完成

した。今後は，「学府・研究院・学部企画調整協議会」

により５年毎の点検・評価を実施し，必要な改編を担

保している。 

ソフト面の第二は，総長を機構長とする以下の各種
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機構を運用することである。 

 研究戦略として，「高等研究機構」を設置し，研究

の全般に亘って機能を強化するとともに，学内学際的

研究拠点としてリサーチコアの認定や教育研究プログ

ラム・研究拠点形成プロジェクトの強化により活動を

展開する。また，総長裁量による重点的な事業遂行に

充当するための戦略的研究教育推進経費の確保や戦略

的教員人員のプールバンク制度を実行している。 

 教育戦略として，「全学教育機構（平成１８年度か

らは高等教育機構）」を設置し，例えば，専門的知識・

技能を備えたゼネラリストを育成する 21 世紀プログ

ラム， Challenge & Creation，九州大学／ロバート・

ファン／アントレプレナーシッププログラムにより学

士・大学院課程学生の自主的能動的学習能力を涵養す

るなど，特色ある教育を実施している。また，修士・

博士課程においては，複数指導教員体制のもと，能動

的なカリキュラムの選択幅の充実，さらに，学府・研

究院制度の特徴を活用して，時代の要求に応じた専攻

及び専門職大学院を配置して将来の発展を期す。 

 社会連携戦略として，「産学連携推進機構」を設置

し，社会連携事業の窓口を一つにした。さらに，知的

財産戦略及び産学連携組織の一層の機能強化を目指し

て，「知的財産本部」を設置した。また，産学連携の

新しい展開として，「包括型産学連携」と「国際産学

連携」を推進している。 

 さらに国際交流戦略として，九州大学はアジアとの

歴史的・地理的交流実績を基本構想に加え，アジア学

長会議を創設，アジア大学ネットワークポイントの設

置や九州大学海外オフィスの設置，アジアの有力大学

との学生交流プログラムの実施などの活動を展開して

いる。学内的にも「国際交流推進機構」を設置して，

このなかでアジア総合政策センター，韓国研究センタ

ー，留学生センター，国際交流推進室が活動しており，

アジアを中心とした国際交流の深化も目指す。 

 

３．達成状況及び今後の展望    

九州大学では，平成１４年度，平成１５年度に採択

された「２１世紀ＣＯＥプログラム」９拠点を「４－

２－４九州大学アクションプラン」の具体のアクショ

ンの中心に据え，組織改編の駆動力とし，これを実現

するために総長のリーダーシップの下，トップダウン

型で以下の事項について重点的な学内支援を実施し，

研究教育拠点の形成を推進した。 

ハード面では，新キャンパス移転と九州大学学術研

究都市の創出，病院地区における競争的研究環境強化

のためのコラボステーションの設置や新病院の建設な

どを推進した。 

ソフト面では，九州大学が近年，全部局俯瞰型の機

能拡充として整備を完了した「高等研究機構」，「高

等教育機構」，「産学連携推進機構」，「国際交流推

進機構」など総長を長とする種々の「機構」を起動し，

目的に合わせて重心を移しながら拠点形成に向けた活

動を行った。その具体的な活動としては，「５年目評

価，１０年以内組織見直し」制度を基に研究教育組織

の改編を進める一方で，「水素利用技術研究センター」

等の２１世紀ＣＯＥプログラムにおける各研究教育拠

点の設置を進めた。また，総長裁量経費により，「未

来化学創造センター」,「システムＬＳＩ研究センター」

等の戦略的教育研究拠点となる５つのセンターを平成

１７年度に設置した。さらに，研究戦略企画室及び学

内評価委員会を設置して拠点形成を促進するための継

続的な活動評価を実施し，２１世紀ＣＯＥプログラム

拠点リーダーを始めとする優秀な人材に対し「研究ス

ーパースター支援プログラム」を創設した。これによ

り，戦略的研究費の確保，人的資源の措置，研究者の

研究時間の確保を図り，全学的に拠点形成を推進した。

さらに，「２１世紀ＣＯＥプログラム支援室」を設置

し，学内支援体制を強化した。 

平成１４年度に採択された４拠点の今後の展望と

しては，当該拠点の研究教育を発展・拡充させるため

に設置したポストゲノム研究センター，未来化学創造

センター，システムＬＳＩ研究センターや，人文科学

府及び比較社会文化学府に新たに設置した歴史学拠点

コースを中心に，当該拠点が事業期間中に世界有数の

研究教育拠点として実施した若手研究者の育成，研究

活動を継続する。また，国内外の研究機関との共同研

究や外部資金の獲得により，２１世紀ＣＯＥプログラ

ムの成果を更に発展させる。 

大学としても「４－２－４九州大学アクションプラ

ン」に基づき，研究教育活動に対し，継続して２１世

紀ＣＯＥプログラムと同様な支援を実施する。 

さらに，総長を機構長とする「高等研究機構」，「高

等教育機構」，「産学連携推進機構」，「国際交流推

進機構」を運用し，世界的な研究教育拠点形成を継続

的に推進する。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 九州大学 学長名 梶山 千里 拠点番号 Ａ１９ 

１．申請分野 
 

２．拠点のプログラム名称 
（英訳名） 

 統合生命科学 − ポストゲノム時代の生命高次機能の探究 
  (Integrative Life Sciences )              ※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

   研究分野及びキーワード <研究分野： 生物科学 >(ゲノム構築・機能)(細胞構造・機能)(細胞内・細胞間情報伝達)(形態形成)(進化)

３．専攻等名 
理学府生物科学専攻・システム生命科学府システム生命科学専攻(医学系学府分子生命科学
専攻よりH15.4.1改組)・生体防御医学研究所 

４．事業推進担当者           計 ２９ 名 

ふりがな<ローマ字> 
氏  名 所属部局(専攻等)・職名 現在の専門 

学 位 
役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー) 

藤木 幸夫
Fujiki   Yukio

 

 

理学研究院・教授 

 

細胞生物学・農学博士

分担領域

オルガネラの構築・制御 
および研究統括          【細胞】

林 健志
Hayashi   Kenshi

 生体防御医学研究所・教授 ゲノム科学・理学博士 ヒトゲノム多様性解析技術開発  【ゲノム】

服巻 保幸
Fukumaki   Yasuyuki

 生体防御医学研究所・教授 人類遺伝学・医学博士 遺伝子病の分子基盤 

神田 大輔
Kohda   Daisuke

 生体防御医学研究所・教授 構造生物学・理学博士 シグナル伝達蛋白質の構造 

住本 英樹
Sumimoto   Hideki

 生体防御医学研究所・教授 生化学・医学博士 シグナル伝達分子の作用機構 

大久保 公策
Okubo   Kousaku

 生体防御医学研究所・教授 ゲノム科学・医学博士 ポストゲノム情報の統合化(平成15年5月30日辞退)

藤 博幸
Toh   Hiroyuki

 生体防御医学研究所・教授 計算分子生物学・理学博士 進化的情報を用いたタンパク質の機能・構造の解析（平成17年4月1日追加）

釣本 敏樹
Tsurimoto   Toshiki

 理学研究院・教授 分子生物学・理学博士 ゲノム複製・構造維持の分子機構(平成16年11月1日追加)

射場 厚
Iba   Koh

 理学研究院・教授 植物生理学・理学博士 高等植物の環境適応機能      【細胞】

太和田 勝久
Tawada   Katsuhisa

 理学研究院・教授 生物物理学・理学博士 生体運動の分子機構(平成16年3月31日辞退) 

川畑 俊一郎
Kawabata   Shun-ichiro

 理学研究院・教授 タンパク質科学・理学博士 無脊椎動物の自然免疫の分子機構(平成16年11月1日追加)

島崎 研一郎
Shimazaki   Ken-ichiro

 理学研究院・教授 植物生理学・理学博士 植物細胞の光情報伝達 

佐方 功幸
Sagata   Noriyuki

 理学研究院・教授 分子発生学・理学博士 発生における細胞周期制御 

西本 毅治
Nishimoto   Takeharu

 医学研究院・教授 分子生物学・医学博士 細胞周期の分子機構解析(平成17年3月31日辞退) 

三原 勝芳
Mihara   Katsuyoshi

 医学研究院・特任教授 細胞生物学・理学博士 小胞体・ミトコンドリア形成機構 

中山 敬一
Nakayama   Kei-ichi

 生体防御医学研究所・教授 発生工学・医学博士 細胞周期制御因子の機能 

大島 靖美
Ohshima   Yasumi

 理学研究院・教授 分子遺伝学・理学博士 線虫の行動、神経構築、発生(平成16年3月31日辞退)【個体】

石原 健
Ishihara   Takeshi

 理学研究院・教授 分子生物学・理学博士 線虫の行動、神経構築、発生（平成16年4月1日大島から交替）

藤 義博
Toh   Yoshihiro

 理学研究院・教授 動物生理学・理学博士 昆虫脳の機能と構造 

杉山 博之
Sugiyama   Hiroyuki

 理学研究院・教授 分子生理学・理学博士 高等動物の脳神経機能解析 

中別府 雄作
Nakabeppu   Yusaku

 生体防御医学研究所・教授 分子生物学・理学博士 活性酸素ゲノム障害と防御機構 

渡邊  武
Watanabe   Takeshi

 生体防御医学研究所・教授 分子免疫学・医学博士 抗原受容体の免疫細胞活性化(平成16年3月31日辞退)

吉村 昭彦
Yoshimura   Akihiko

 生体防御医学研究所・教授 分子免疫学・理学博士 サイトカインシグナル制御機構 

吉開 泰信
Yoshikai   Yasunobu

 生体防御医学研究所・教授 免疫学・医学博士 感染防御機構の分子基盤(平成16年11月1日追加) 

矢原 徹一
Yahara   Tetsukazu

 理学研究院・教授 生態学・理学博士 植物の性と性表現の進化           【集団】

巌佐 庸
Iwasa   Yoh

 理学研究院・教授 数理生物学・理学博士 生態・進化の数理的研究 

渡慶次 睦範
Tokeshi   Mutsunori

 理学研究院・教授 生態学・Ph. D. 海洋・陸水生物の群集生態 
Alfred E. Szmidt 

アルフレッド E. シュミット 理学研究院・助教授 集団遺伝学・Ph.D. 植物の分子集団遺伝学 

舘田 英典
Tachida   Hidenori

 理学研究院・教授 集団遺伝学・理学博士 生物進化の集団遺伝学的研究 

５,交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 221,000 190,000 190,000 
173,000 

(17,300) 

159,690 

(15,969) 
933,690 

Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 
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６．拠点形成の目的 

 近年の生命科学の爆発的な進歩は、「ゲノム」

という設計図から「細胞」、「個体」、さらに

は「集団」に至るまで種々のレベルにおける広

範な生命現象を、共通の概念で論じることを可

能にした。われわれは生命現象のメカニズムを

解き明かすとき、各レベルでの詳細な研究にと

どまることなく、ゲノムから集団に至るまでの

多くのレベルで「統合」的に理解することを求

められるようになりつつある。 

しかしながら、現在の日本の大学では、生命

科学の専門家は複数の異なる組織に配置されて、

相互交流による統合的な生命科学研究やその発

展が阻害されているのが現状である。このこと

は研究面だけでなく、教育面でも今後ますます

深刻な影響を与えるであろう。われわれ九州大

学は、本拠点メンバーによる現在までの高いレ

ベルの研究・教育の実績に基づき、世界的な生

命科学研究拠点を創出すると共に、全レベルで

の統合的な生命科学を志向する人材を育成・輩

出することを、将来の大きな目標としている。

また対欧米のみならず、アジアへの玄関口であ

る福岡という地の利を意識、活用した国際性豊

かな研究教育拠点としても大きく展開をはかる。 

そのためには、まず現在の研究院等に所属す

る生命科学研究者の再編と新たな統合が必要で

あり、これをゲノム、細胞、個体、集団の４つ

の機能領域に再編する (図１)。 

これらは単に類似の研究者を寄せ集めて再編し

た独立の組織ではなく、各々の間で綿密な交流

と連携が行えるようにしなければ、上記目的は

達成できない。そのために共通基盤に基づく「統

合」的な研究体制と教育体制の確立が重要であ

り、これを推進するために上記４領域の上位に

各領域の代表及び国内外からの学識者による

「統合生命科学COE会議」を設置し、統合的研究

基盤インフラの構築、横断的な研究交流の推進、

インタラクティブな教育方法の確立等を目指す。

すなわち、平易に表現すれば今まで各個バラバ

ラに存在していた４つの「ゲノム」、「細胞」、

「個体」、「集団」という餅に、「統合」とい

う名の串を通して「統合生命科学」という団子

を作り上げ、もって広い視野に立つ先進的な研

究者・教育者を連帯させて世界的な研究拠点を

構築し、将来の人材を育成することを目的とす

る（図１）。 

われわれは本COE構想を急遽決定したのでは

なく、過去3年間にわたって九州大学教育研究プ

ログラム・研究拠点形成プロジェクト (P&P) に

よって、本COE構想「統合生命科学」の予備的な

試行を経ており、一定の評価を得てきた。本COE

構想のプロトタイプたるP&Pによって、われわれ

は組織の再編と統合が現在の生命科学研究と教

育にとってまさに合理的であり、その必要性が

非常に高いことを各構成員が現実問題として捉

えられるようになった。 

 われわれは次の二段階を経て、最終的な生命

科学研究教育の理想型を構築する計画を有して

いる。一段階目は、本COE構想である生命科学研

究教育の根幹を成す基礎生命科学領域（目的：

生命現象のメカニズムの解明）を再編・統合す

ることによって強力な研究教育組織を形成する

ことであり、二段階目はこれらで得られた基盤

知識・技術を社会に還元することを目的とする

応用生命科学領域（目的：生命科学を利用した

より良い暮らしの達成）を加えることによって

新たな生命科学分野の創生を目指すことである。

本COE構想では、第一段目としての基礎生命科学

領域の再編・統合をまず行い、５年後には第二

段目の応用生命科学領域との統合を目指す。ゆ

えに最終的な完成像は下記のようになることが

期待される。 

統合生命科学研究教育組織（統合生命科学府） 

 A. 基礎生命科学領域 

 １）ゲノム機能領域、２）細胞機能領域、 

 ３）個体機能領域、４）集団機能領域 

 B. 応用生命科学領域 

平成１５年度に、Bのプロトタイプである学際

的生命科学教育組織（システム生命科学府）を

理・医・農・工学・情報学領域を中心に設置し

た。これは将来的に本COE計画による統合生命科

学の一つの柱として、位置付けている。 

 

「統合」的理解の必然性

・ 「応用（学際的）生命科学 
　　領域」との統合 
・ 「システム生命科学府」： 
　　統合生命科学の一つの柱

図１．生命科学研究者の再編と新たな統合
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様式２ 
【公表用】 

九州大学（A19）―3頁 

７．研究実施計画 

  本研究拠点形成の実施とより効率的な目的

達成のため、その進捗状況の把握と研究教育

を統括、運営すべく、「統合生命科学 COE 会

議」を設置する。本組織（以下「COE 会議」と

称する）は、「ゲノム」、「細胞」、「個体」、

「集団」の 4 領域に再編した研究教育組織を統

合し、研究教育面における有機的な連携を推

進すると共に、最終的な統合生命科学研究教

育組織の構築を行う。COE会議の構成委員は、

各領域から代表 2 名ずつ（小計 8 名）、国内よ

り有識者 7 名、国外より有識者 3 名の計 18 名

とし、2 年半で委員を入れ替える（必要ならば

一部留任を可とする）。COE 会議の役割は、年

2 回の運営会議を行い、4 領域の連携と統合に

つき提案を行う。さらに 1）各領域の研究教育

活動の把握と評価、2）統合的研究基盤インフ

ラの整備、3）共同研究の支援事業（共同研究

インセンティブ経費の設立）、4）国際シンポ

ジウムの開催と研究成果発表（毎年）、5）若

手研究者主体の 4 領域統合発表会（リトリート、

毎年）、6）統合教育に関する研究会の開催（年

2 回）、等の具体策について討議する。また平

成15年度末には中間発表・評価を、平成18年

度末には最終発表・評価を行う。また最終年

度は応用生命科学領域との合同による将来的

な最終理想像につき考案し、本 COE 構想が終

了と同時に新体制に移行できるように現実的

な準備を行う。 

以下、各領域の実施計画を述べる。 

 

ゲノム機能領域： 

 2003年の決定版ヒトゲノム配列の発表により、

ポストゲノム生命科学の発展が期待されている。

特に注目される領域は、ゲノム構造の多様性に

ついての多様性生物学、ゲノム機能の基盤とし

ての構造生物学、さらにゲノム情報の処理とそ

の応用についての情報生物学である。従って本

領域では、ゲノム多様性解析技術の開発（推進

担当者：林）、それを用いた多因子病の解析（服

巻）、シグナル伝達系に関わる分子群の立体構

造解析（神田・住本）、ゲノム複製・構造維持

の分子機構（釣本）、さらにゲノムを含めた知

識情報統合処理システムの開発（大久保、藤）

により、ゲノム情報を基盤とした生命科学の新

たな展開を計る。以上の研究は、下記の集団機

能分野で行われる多型の生物学的意義の研究に、

また細胞・個体機能分野で行われる高次生命現

象の制御系の解明に深く関与している。また知

識情報統合処理システムの開発は統合生命科学

の基盤として全ての領域に関わっており、本プ

ログラムにおける研究を強力に推進することが

期待される。 

細胞機能領域： 

 細胞は動物および植物個体を形成する単位で

あり、核を有する真核細胞と核のないバクテリ

ア等の原核細胞とがある。真核細胞は大きく核

と細胞質に分けられる構造体である。本 COE で

は細胞の自己複製の機構をゲノムや細胞内構造

体の複製と分配という時間軸 （西本、射場、

中山、佐方）と、mRNA より作られた proteins

が各々が機能する細胞内構造体へ分配される空

間的事象（三原、藤木、太和田、島崎、川畑）

を統合的に研究する。 

個体機能領域： 

 多細胞生命体では多くの細胞がそれぞれの機

能を分担し、または協力して一つの大きなネッ

トワーク総体である「個体」を形成している。

この総合生命ネットワークシステムである「個

体」はいくつかの機能グループからなるサブネ

ットワークから構築されており、その中でも外

的情報を伝達し、反応することによって恒常性

を維持するためのシステムである神経系と免疫

系は、特に「高次機能」と称され、「個体」の

中で重要な位置を占める。神経系については、

基本的な発生構築原理の解明や機能・構造連関

等を下等生物の遺伝学的解析手法を用いながら

（藤、大島、石原）、それから得られた知識を

高等生物の脳神経機能解析（杉山）や神経病の

発症メカニズムの解明（中別府）に還元する。

また免疫系についてはシグナル伝達という分子

レベルの研究から（吉村）、免疫細胞活性化の

メカニズム（渡邊、吉開）や感染防御機構の解

明（吉開）を目指す。これらの理解から高次機

能の成立・機能メカニズムの全貌を明らかにす

る。 

集団機能領域： 

 集団遺伝学と野外での生態学研究に伝統をも

つ九州大学の強みを生かして、進化の分子機構

と多様性創出および維持にフォーカスをあてて

取り組む。第１に、生物間相互作用、ことに病

原体と宿主との間で生じる進化過程に集中的に

取り組む。ウイルスが陸上植物や哺乳類の生体

防御機構の野外集団における分子的多様性に与

える影響を探る（矢原）とともに、感染症と免

疫系の集団および個体内動態のモデリング（巌

佐）を行う。第２に、野外群集における生物多

様性維持を、全生態系保全策を探る観点からフ

ィールド研究（矢原）と理論（巌佐）を展開し、

群集内の構造則の解析を進める（渡慶次）。第

３に、進化の分子的機構を追究し、種の多様化

や適応進化にともなう分子機構を明らかにする

（シュミット）。またゲノムデータベースから

ゲノム構造形成機構を明らかにする手法を開発

する（舘田）。 



 
 

様式２ 
【公表用】 

九州大学（A19）―4頁 

８．教育実施計画 

（１）目的と特色 

１）ゲノムの構造・維持・機能、細胞の機能、

個体の発生、老化、行動とその神経機構、免疫、

感染、生態、進化などの生命高次機能について

の先端的知識とそれらを解析する方法論につ

いて、統合的な大学院教育を行う。 

２）共通性の高い先端的な解析技術を習得させ

る。 

３）体系的講義（特論）、セミナー、学外の教

員による特別講義、技術講習会などいくつか

の形式で行う。 

４）大学院教育及び研究の中核をなす、博士論

文の内容となる研究の指導を当該指導教員だ

けに任せず、各博士課程院生について数人の教

員からなるアドバイザリーコミッティーを設

け、必要なら学内の他組織、学外者、外国研究

者も加え、本拠点がその研究指導に責任を持つ。

また博士課程院生には積極的な海外の学会発

表などを通して、国際性豊かな人材の育成に努

める。 

５）これらを通じて、先端的・独創的な研究を

行う研究者、研究指導者及び専門的職業人を養

成する。 

 （２）各領域の教育の概要 

１）ゲノム機能領域： この分野は統合ゲノム

の基盤となり、また各分野の連結剤となる重要

な位置を占めている。このことを踏まえ、ゲノ

ム科学の高度な知識や技術のみならず、発展性

を指向した教育を行う。 

２）細胞機能領域： 生物個体を構成する個々

の細胞の基本構造の構築と複製、細胞周期、お

よび受精に始まる発生の諸過程の制御機構、各

種ストレスに対する細胞の応答機構を遺伝子

のレベルと生体を構成する分子のレベルで研

究する能力の養成を目指す。 

３）個体機能領域： 多細胞生物における細胞

の発生と機能分担（分化）の概念について、ゲ

ノム情報による制御や、個々の素子である細胞

機能と関係付けながら、高次機能としての神経

系や免疫系の成立と機能に関して教育を行う。 

４）集団機能領域： ゲノム情報を理解する上

で必要な進化遺伝学および、感染症と生体防御

系を含む生物間相互作用動態を理解するため

に必須の生態学に関する教育を基礎として教

える。 

 （３）授業計画 

１）特論（博士前期課程） 

ゲノム： ゲノム解析学、ゲノムインフォマテ

ィクス、ゲノム機能学、病因遺伝子解析学 

細胞・個体： 構造生物学、分子遺伝学、植物

分子遺伝学、細胞生物学、細胞工学、機能高分

子設計学、分子発生学・発生工学・分子神経生

物学、分子免疫学 

集団： 動物行動学、数理生物学、保全生物学、

生物環境学、集団・進化遺伝学、海洋生態学 

２）セミナーまたは特別講義（博士前期、後期

共通） 

NMR解析、サイトカイン、受容体、シグナル伝

達、細胞周期、タンパク質分解、膜輸送、オル

ガネラ形成、遺伝子組換え植物、神経疾患遺伝

子、寿命、動物と植物の共進化、熱帯雨林の再

生、絶滅危惧種の保護、性淘汰、ゲノムインプ

リンティング、海洋汚染 

３）技術講習会（共通）：ゲノム情報の抽出利

用、SNP（ゲノム多型）解析技術、タンパク質

の発現、抗体の利用、共焦点顕微鏡などの光学

技術、トランスジェニックマウスの作成、ES細

胞の操作、個体標識、集団の遺伝構造解析 

 （４）教育組織としての特色と将来計画 

 本拠点事業推進担当者の中の10人（40％）の

主宰する研究室は、平成15年度から九州大学に

設置された学際的大学院教育組織である「シス

テム生命科学府」に参加している。この組織に

は、他に、農学・工学・システム情報学研究院

などの教員・研究室が参加し、基礎的な生命科

学と情報・工学・応用的な領域との融合をめざ

す意欲的なものである。このような「システム

生命科学府」は九州大学の生命科学領域におけ

る重要な将来計画と位置づけられ、本拠点の半

数近くがその中核的メンバーとしてこれに加

わることは本拠点の組織としての特色である。 

 このため、平成15〜16年度においては、大学

院の教育は形式上理学府生物科学専攻、システ

ム生命科学府、医学府に分かれて行われるが、

授業の相互乗り入れなどにより、実質的にでき

るだけ協調して行う。また、平成17年度以降、

本拠点の残り60％のメンバーのほか本学内の

生命科学を担う教員の参加により「システム生

命科学府」を拡大・改組し、拠点形成の目的・

必要性の項に記した「統合生命科学府」を設置

する予定である。さらに将来的には、「統合生

命科学研究院」も設置し、生命科学の研究・教

育組織を完成させることを推進する。 



 
 

様式２ 
【公表用】 

九州大学（A19）―5頁 

９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1) 世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体

の目的達成度 

○ 統合的な生命科学を志向する人材養成 

大学院生は「統合的な生命科学」を意識して

学んだ結果、学生の視野・関心は確実に広がり、

想定どおりの効果をあげた。 

○ 異なる組織に配置されている教員の相互交

流による統合的な生命科学研究 

４）で具体的に記すような成果が達成され、

想定どおりの成果をあげた。 

○ 基礎生命科学領域を再編・統合することによ

って強力な研究教育組織を形成 

システム生命科学府と理学府生物科学専攻の

統合を概算要求することに関して学内合意が成

立し、平成20年度に実現をはかる。この点で、

想定どおりの成果をあげた。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

博士課程の大学院生に対して、複数の研究室

の教員によるアドバイザリー・コミッティーを

組織し、統合的な教育を実施した。5年間で93名

の博士学位取得者を育成した。卒業生は、国内

の大学・研究機関のほか、下図のような海外の

大学・研究機関(ex. ハーバード大学、米国国立

衛生研究所、米国国立がんセンター、ロスアラ

モス国立研究所、ニューキャッスル大学、マッ

クスプランク生化学研究所、スイス連邦工科大

学、クイーンズランド大学等多数)においてポス

ドク・助教授などのポストを得て活躍している。 

卒業生に対するヒアリングによれば、多くの

卒業生が、本プログラムを通じて研究の視野を

広げる貴重な経験ができたと評価している。以

下に一例をあげる。 

【博士課程進学とほぼ時を同じくして、ゲノム

から細胞、個体、集団にいたる様々な視点から

の統合的な生命現象の理解を基本理念とする本

プログラムが開始されました。これにより、様々

な研究領域の研究者が一堂に会した研究発表会

や国内外の一流の研究者を招いたシンポジウム

が定期的に開催されるようになり、数多くの会

に参加する機会を得ました。研究者としての基

礎を確立していく段階である大学院生の時期に、

一流の研究や異なる分野の研究に直に触れるこ

とができたのは、研究の視野を広げる貴重な経

験となりました。また、一つの生命現象に対し

て複数の視点からアプローチしていく必要性を

学びました。】 

 

3) 研究活動面での新たな分野の創成と、学術的

知見等 

【1】 細胞生物学 

・ヒト先天性ペルオキシソーム欠損症の病因解

明 

 重篤な先天性疾患であるZellweger症候群に

代表されるペルオキシソーム欠損症の病因遺伝

子解明とその病態を明らかにすることを目指し

て、展開してきた。とくに、CHO変異細胞を用い

て世界で初めてペルオキシソーム形成因子 

(PAF-1, 統一名PEX2) のクローニングに成功

(Nature, 1991)、Zellweger症候群の最初の病因

遺伝子を解明 (Science, 1992) してから10余年

後、同様に独自に分離したCHO細胞変異株ZP167

に対し順行遺伝学により新規ペルオキシソーム

形成因子(ペルオキシン)遺伝子PEX26のクロー

ニングに成功、同時に、PEX26がZP167と同一相

補性群、すなわちヒト相補性群A(8)群のペルオ

キシソーム欠損症の病因遺伝子であることも明

らかにした (Nature Cell Biol. 2003; 朝日、

読売、毎日、西日本の各新聞にて報道)。この

PEX26のクローニングにより13種の相補性群全

ての病因遺伝子が同定・クローニングされたこ

ととなった。また、PEX26障害患者解析による遺

伝子型-表現型の相関やPex26p-Pex6p-Pex1p複

合体形成とその不全の分子基盤を明らかにした。

これだけ多くの病因遺伝子が10年余という短期

間に明らかにされた例は他にはなく、特筆すべ

き成果として高く評価されている（藤木）。 

・初期発生における細胞周期／チェックポイン

トの制御 

 初期発生における細胞周期のM期開始および

G2チェックポイントを制御する重要な蛋白質因

子群の構造と機能の制御解明を目的とし、研究

を推進してきた。これまでの研究で、DNA複製チ

ェックポイントにおけるChk1キナーゼの構造と

機能制御、その標的因子（Cdc25Aホスファター

ゼ）の制御、およびM期開始におけるMyt1キナー

ゼの活性制御などが明らかになった。これらの

研究成果により、発生における細胞周期のチェ

ックポイント制御の新たな分野が創成できた

（佐方）。 
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・神経突起伸長に関わる中心的な因子を発見 

神経細胞は時に１メートルを超える突起を有

する特殊な細胞である。このような突起形成は

必然的に突起部分の細胞膜表面積の増大を伴う

ため、突起部分への方向性を持った膜輸送シス

テムが働いているが、この輸送に関与する分子

Protrudinを同定した。Protrudinは神経細胞に

強く発現している分子であるが、驚くべきこと

にProtrudinを非神経細胞に強制発現すると、あ

たかも神経軸索のような突起が形成されること

がわかった。逆にProtrudinの発現をRNA干渉法

にて抑制すると、細胞膜が全方向に伸展し、細

胞が極端に扁平化するという表現型を示した。

このことからProtrudinが膜リサイクリングの

方向を決定する因子であることが示唆された。

神経成長因子からの信号によってProtrudinが

リン酸化されると、Rab11-GDPと結合して膜輸送

の方向が限定される。最近、ヒトの遺伝性痙性

対麻痺の患者でProtrudinの変異が発見され、

Protrudinによる膜輸送システムの研究は神経

難病の治療法確立に役立つことが期待される

(Science, 2006; 朝日、毎日、日経の各新聞、

NHKニュース等にて報道)（中山）。 

 

【2】 進化医学 

 本拠点の特色のひとつは、進化という視点に

依拠した研究教育である。５年間の拠点形成を

通じて、疾患の原因となる遺伝子を分子進化の

観点から研究する「進化医学」という分野が展

開した。たとえば、多因子病である統合失調症

の発症に関連する遺伝子を連鎖不平衡分析など

の分子進化学的方法で検出した（服巻）。また、

発癌過程を突然変異による細胞の進化という視

点でとらえ、ハーバード大学などの共同研究者

とともに、数理モデルを展開した（巌佐）。 

【3】 DNAナノ構造体構築と新しいゲノム科学 

ゲノム科学・バイオインフォーマティクスは

現代生物学のフロンティアのひとつである。こ

の領域において、独自のアプローチで成果をあ

げた。遺伝子プロモーター領域SNP、および全ゲ

ノム確定ハプロタイプ構造に関して、国際的に

認知された２個のデータベース（下記）を立ち

上げ、DNAナノ構造体構築という新たな分野を確

立した（林）。 

dbQSNP 

 http://qsnp.gen.kyushu-u.ac.jp/ 

D-HaploDB  

http://orca.gen.kyushu-u.ac.jp/ 

また、共進化情報を利用したタンパク質間相

互作用の新規予測法を開発した（藤）。酸化塩

基8-オキソグアニンがヒトゲノムの多様性の原

因となることを世界で始めて示した（中別府）。 

【4】 エコゲノミクス 

ゲノム科学の研究手法を生態学に取り入れ、

新しい研究を発展させた。植物の雌雄性の進化

が、ミトコンドリアゲノム上のメス化遺伝子と

核ゲノム上の稔性回復遺伝子の共進化によって

生じていることを野外で実証した（矢原）。ま

た、スギゲノムプロジェクトで得られたデータ

を活用し、スギの耐病性遺伝子に生じている適

応進化を検出した（舘田）。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

理学研究院と医学研究院・生体防御医学研究

所に配置されている教員の間で、連携・共同研

究が展開した。以下に代表的な例をあげる。 

・理学研究院の巌佐は、生体防御医学研究所の

吉村と共同研究を行ない、サイトカインシグナ

ルの制御系が入力ノイズに対して安定性を示す

ことを、数理モデルを用いて解明した。その成

果は以下の雑誌に公表している。 

Shudo, E., Yang, J., Yoshimura, A., Iwasa, Y.: 

Robustness of the signal transduction system 

of the mammalian JAK/STAT pathway and 

dimerization steps. J. Theor. Biol. 246: 1-9 
(2007). 

・理学研究院の島崎は、生体防御医学研究所プ

ロテオミクスセンターと連携し、気孔の光情報

伝達、および、植物ホルモンアブシジン酸の情

報伝達に関与する蛋白質のプロテオミクス解析

を行い、それらのリン酸化部位を決め、機能解

析を行った。また、理学研究院の釣本は、同セ

ンターと連携し、DNA複製制御に関するプロテオ

ミクス解析を行った。 

・理学研究院の杉山は、生体防御医学研究所遺

伝子改変動物センターと連携し、血管内皮増殖

因子VEGFを前脳で発現する遺伝子改変マウスを

作成した。このマウスは野生型に比べて脳神経

細胞の新生が亢進しており、活動性が高く躁の

状態が見られることを見出した。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

・大学院生教育の国際化：大学院生の国際会議

での発表を支援し、国際会議で発表することが

当たり前という状況下で大学院生を育てた。博

士課程大学院生による国際会議での発表数は、

平成16、17、18年度においてそれぞれ、36、26、

27件だった。また、博士課程大学院生による論

文発表数は、平成16、17、18年度においてそれ

ぞれ、67、68、59件だった。 

・生体防御医学研究所にポストゲノム研究セン
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ターを整備し、プロテオミクス、遺伝子改変動

物、分子構造解析の研究技術に関して、アウト

ソーシングでは達成し得ない高度の技術による

サポートを低コストで供給する体制を整備した。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

 ５年間に７回の国際シンポジウムを開催した。

とくに、以下のシンポジウムでは、ノーベル賞

受賞者を含む指導的研究者を招聘し、研究成果

の情報発信を行なった。 

 “Molecular Mechanisms of Cell 
 Proliferation and Evolution” 

平成16年10月31日〜11月2日 
統合生命科学の趣旨に添って通常の国際シンポ

ジウムにはない領域の垣根を越えたテーマ・演

者を擁したシンポジウムとして賛同を得、大学

院生・ポスドクなどの若手研究者を含む多くの

聴衆を得て盛会に終わった。演者には最新の知

見だけでなくその研究の創世記の話も語ってい

ただいた。また若手研究者統合発表会を同時開

催し、修士および博士課程の大学院生、ポスド

クが1研究室あたり1〜2の研究課題につきポス

ター発表を行い（計32演題）、質疑応答など意

見を交換しあった。世界的研究者を前にした研

究発表は若手研究者に大いなる経験および刺激

となった。 

 このほか、事業推進担当者によって、各領域

において各年度に２-４回の国際シンポジウム

を開催し、研究成果の情報発信を行なった。た

とえば、藤木は平成14年度にサンフランシスコ

においてペルオキシソームの形成に関する国際

シンポジウムを開催した。また川畑は毎年ヨー

ロッパやアジアの研究者を招聘して自然免疫に

関するシンポジウムを開催した。集団領域では、

平成14、15、17、18年度に世界各国から指導的

研究者を招聘して、シンポジウムを開催した。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について 

 平成18年度において、補助金の30%は大学院生

や学位取得者を雇用するための人件費（ポスド

ク雇用24%、RA雇用8%）に配分され、若手研究者

育成において効果的に使用された。また、14％

はポストゲノム研究センターを中心とする共通

インフラ整備に配分され、医学系と理学系の組

織的連携による拠点形成に活用された。 

 

②今後の展望 

 ゲノムから集団までをカバーした研究教育を

実施し、統合的生命観を持つ人材を育成すると

ともに、基礎生命科学領域の研究教育体制を統

合するという所期の目的はほぼ達成できた。今

後は、平成20年度に実現するシステム生命科学

府と理学府生物科学専攻の統合を通じて、基礎

生命科学領域の研究者による統合的教育研究を

さらに発展させる。 

今日の生命科学では、基礎領域の成果が大き

な応用的価値を持つとともに、応用研究の成果

が基礎研究に大きな影響を与えている。このた

め、21世紀COEプログラム「統合生命科学」の成

果を基礎におきながら、医学および生態系保全

という応用分野との連携をはかることが今後の

課題である。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内

外に与えた影響度） 

 大学院生に対して、ノーベル賞受賞者を含む

世界のトップクラスの研究者と交流・評価し、

トップクラスの研究を行うことが当たり前であ

るという教育環境を与えることができた。 

 

 

拠点形成費等補助金の使途(平成18年度)

3%

1%

24%
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国際会議開催費

その他会議費

共通インフラ整備費
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

1. 国際シンポジウム “ Fukuoka Workshop of Theoretical Biology: Coevolutionary Aspects in Ecology and Medicine” 
開催日：平成１５年３月１３日-１７日 
会場：福岡リーセントホテル 
参加者数：５０名（外国人１５名） 
主な招待講演者：Martin Nowak（プリンストン高等研究所）、Hans Metz（ライデン大）、 

           Karl Sigmund（ウィーン大） 

2. 国際シンポジウム“Experimental approaches of evolution”（日本進化学会と共催） 
開催日：平成１５年８月４日 
会場：九州大学創立５０周年記念講堂 
参加者数：２００名（外国人１０名） 
主な招待講演者：John Endler（カリフォルニア大サンタバーバラ校）、Tim F. Cooper（ミシガン州立大）、 

Andrew Pomiankowski（ロンドン大） 

3. 国際シンポジウム “Hot Spring Harbor Symposium of Medical Institute of Bioregulation, Kyushu University, Joint with 
the 21st Century COE Program, Japan and the Kyushu University P&P 〜 From Genomes to Medicine” 

開催日：平成１５年１２月１５日・１６日 
会場：九州大学 コラボステーションⅠ 視聴覚ホール 
参加者数：２３０名（外国人１０名） 
主な招待講演者：Frederic D. Bushman（ソーク研究所）、David Curiel（アラバマ大バーミンガム校）、 

Dan R. Littman（ニューヨーク大）、Dorota Skowyra（セントルイス大） 

4. 国際シンポジウム“Molecular Mechanisms of Cell Proliferation and Evolution” 
   開催日：平成１６年１０月３１日-１１月２日 
   会場：九州大学医学部百年講堂 
   参加者数：３５０名（外国人２５名） 
   主な招待講演者：Tim Hunt（英国がん研究所）、Walter Neupert（ミュンヘン大）、 
           Graham Bell（マックギル大） 

5. 国際シンポジウム “ Membrane Dynamics and Cell Regulation” （日本蛋白質科学会・システム生命科学府と共催）

開催日：平成１７年６月２９日 
会場：九州大学医学部百年講堂 
参加者数：１７０名（外国人１０名） 
主な招待講演者：Richard J. Youle（米国国立衛生研究所）、Scott D. Emr（カリフォルニア大サンディエゴ校）

6. 国際シンポジウム“Fukuoka Symposium on Genome Diversity and Function” 
   開催日：平成１７年１２月１１日 
   会場：九州大学 コラボステーションⅠ 視聴覚ホール 
   参加者数：２００名（外国人１５名） 
   主な招待講演者：Kelly A. Frazer（パーレジェンサイエンス社）、Andrew G. Clark（コーネル大）、 
           David I. Stuart（オックスフォード大） 

7. 国際シンポジウム “Hot Spring Harbor and 21st Century COE Symposium 〜 The development, function and 
pathology of the nervous system from C. elegans, fly to human” 

   開催日：平成１８年１２月１５日・１６日 
   会場：九州大学 コラボステーションⅠ 視聴覚ホール 
   参加者数：２２０名（外国人１５名） 
   主な招待講演者：Oliber Hobert（コロンビア大）、Serge Rivest（ラヴァル大）、 
           Ming T. Tsuang（カリフォルニア大サンディエゴ校） 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

1) 若手研究者統合発表プログラム 
修士、博士学生、ポスドクを対象。 

   COEメンバー、教官、学生が一同に会し、修士、博士学生、ポスドクが1研究室あたり1-2の課題につ
き講演を行い、意見交換を行う。 
第1回（平成15年3月4日） 口頭発表：21題 
第2回（平成16年2月11日〜12日） 口頭発表：43題 
第3回（平成16年11月1日） ポスター発表：32題 
第4回（平成18年2月22日） 口頭発表：23題 
第5回（平成18年12月15日） ポスター発表：24題 

2) リトリートプログラム 
修士、博士学生、ポスドクを対象。 
学外施設宿泊所に泊まり込みで、学生が中心となり口頭発表やポスター発表を行い、意見を交換する。
平成14年7月13〜14日 口頭発表：18題、ポスター発表：59題 
平成15年11月29〜30日 口頭発表：17題、ポスター発表：66題 
平成16年10月2〜3日 口頭発表：16題、ポスター発表：65題 
平成17年11月5〜6日 口頭発表：17題、ポスター発表：60題 
平成18年11月18〜19日 口頭発表：17題、ポスター発表：54題 

3) アドバイザリープログラム 
全博士課程2年生を対象。 

     研究指導者が依頼した学内、学外の教官3名からなるアドバイザリーコミッティによる、研究内容の
評価と、助言を行う。平成15年8月より順次、学生が資料提出とともに発表を行い、助言を受けた。

4) セミナープログラム 
修士、博士学生、ポスドクを対象。 
内外の著名な研究者を招待して最新の生命科学のセミナーを行う。 
平成14年度：13件（日本人6名、外国人7名）  平成15年度：28件（日本人21名、外国人7名） 
平成16年度：24件（日本人14名、外国人10名） 平成17年度：33件（日本人23名、外国人10名） 
平成18年度：18件（日本人12名、外国人6名） 

5) 国際シンポジウムプログラム 
修士、博士学生、ポスドクを対象。 
特定のテーマに沿った内外の著名な研究者を招待し、シンポジウムを行う。 

    平成15年3月13日〜17日 “Coevolutionary Aspects in Ecology and Medicine”、平成15年8月4日 
“Experimental approaches of evolution”、平成15年12月15日,16日 “From Genomes to Medicine” 、
平成16年10月31〜11月2日 “Molecular Mechanisms of Cell Proliferation and Evolution”、平成17年6月
29日 “Membrane Dynamics and Cell Regulation”、平成17年12月11日 “Fukuoka Symposium on 
Genome Diversity and Function”、平成18年12月15〜16日 “The development, function and pathology 
of the nervous system from C. elegans, fly to human” の各テーマで開催した。 

6) 英語教育プログラム 
修士、博士学生を対象。 

    バーミンガム大学Neil Thomas講師による、各人の研究発表、サマリー作成、およびテキストの輪読
による口頭発表、 論文作成の指導。 
平成15年度より平成17年度まで毎年実施し、45名が受講した。平成18年度には集大成として若手研究
者統合発表会にて英語によるポスター発表を行った。 

7) 海外発表プログラム 
修士、博士学生、ポスドクを対象。 
海外の学会への出席、発表をサポートする。 
平成14年度4名、平成15年度12名、平成16年度17名、平成17年度8名、平成18年度8名を派遣した。

8) ポストゲノム研究センター講習プログラム 
修士、博士学生、ポスドクを対象。 
COE基盤推進のためのポストゲノム研究センターに関する、技術講習会を行う。 
第1回（平成15年12月25日）：構造生物学部門講習会 
第2回（平成16年3月18日）：プロテオミクス部門講習会 
第3回（平成18年3月30日）：バイオインフォマティクス部門講習会 
第4回（平成19年1月18日）：構造解析部門講習会 

9) 教育支援プログラム 
日本学術振興会特別研究員以外の博士課程在学生を対象。 
リサーチアシスタントとして雇用（時給 1,200円程度、年 360時間前後）し、支援する。 
平成15年度 57名、平成16年度 49名、平成17年度 28名、平成18年度 22名を採用した。 



機関名： 九州大学  拠点番号： Ａ１９    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果                 （総括評価）  設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント）  大学の将来構想とリンクさせた形で進めたゲノム、細胞、個体、集団、の４領域からなる「統合生命科学」拠点形成プロジェクトは、研究活動面においては、カバーする領域が非常に広いため、研究者間の有機的連携が必ずしも十分とは言い難いところが多々見受けられるが、各領域では個別に優れた研究がなされており、全体的としては一定の成果を挙げていたものと評価できる。  一方、人材育成に関る教育面では、広い領域に興味を持つような若手研究者を育てようと努力していることは認められるが、この拠点形成における人材育成計画が彼らの統合生命科学観の醸成にどのように効果的であったかは、報告書の記載だけでは具体性に乏しく、分かり難いものとなっている。例えば、この点に関連して、中間評価のコメントに対する対応としてアンケートを実施することになっていたが、その結果はどのようなものであったかを詳しく示すべきであった。  全体として、この拠点形成プロジェクトはこれまで着実な進展を見せており、引き続きこの方向での一層の努力が望まれる。今後、統合生命科学に強い関心を持つ人材育成と、この新分野創成に向けての挑戦を続ける中で、この統合生命科学拠点を核とした臨床医学とのトランスレーショナルリサーチが計画されており、更なる進展に期待したい。  

 


